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成果指標及び課題

にぎわいのある市街地の形成

成果指標
①　土地区画整理事業施行地区内人口
②　商業地域面積利用率（利用済商業地域面積/商業地域面積）
③　既存市街地に整備された拠点施設数（累計）

理由など

4

中津川沿い盛岡城跡公園等
の旧市街地は盛岡らしさがで
ていて良い
しかし中津川沿いの旧市街
地をもっと盛岡らしく歴史をか
もしだす市街地を整備すると
よい。

これ以上人口は増え
ないのに区画整理を
まだやるのか？

まちの中心（大通り・
内丸）は車で歩けな
い
今の生活スタイルに
合わない

菜園や大通りの空き
店舗が増加

大通りの空き店舗

まだ頑張っている大通り

鉈屋町のように古い街並みを
残そうといううごきがみられる コンパクトシ

ティの考えの導
入を検討して
はどうか

地域ごとに特徴
を出した、市街
地整備

盛南は思ったほど
人が歩いていない

10年前と比べると駅
西口は整備されよく
なってきている

盛南地区は同じよう
な店舗が多い

旧　住宅地の松園地
区の人口減少が深
刻

加賀野や住吉のよう
な住宅地にまでマン
ションが建設されて
いる

青山駅付近の道路
が狭い

青山の道路、不十分

市の中に生活の拠
点ちなる場所がきち
んと整備されている
（大通り,肴町,青山）

都南は細い道が多
い

都南のサティの跡
地はどうなるの

人口減少する中で
盛南に人が集まる
だろうか？

中区域の範囲
での市街地拠
点整備の検討

もりおからしさを生か
した市街地づくり市街地に住む人の減少

地域によって異な
る市街地の様子

日にち別人口時間帯別 地域らしさを生かしたまちづくり
度

車以外の交通手段の利用率

公共交通機関の整備度

空き店舗空き住宅の数

観光客からの何らかの評価を
（盛岡らしさ）できないか

第三者の視点 にぎわい満足度 にぎわい度

住民アンケートによるにぎ
わい満足度調査

にぎわい度のような指
標を作ってみたらどうか

商業施設に昼夜問わず
人が来ればいい

中心市街地の人口
の数（人口の集約）

大通りの歩行者数
（昼と夜でどう違う

既成市街地に昼間
いる人の数

大通り商店街の歩行者数（平日・休日・祝

自転車の交通

市街地を通る公共交通機関の稼働率（乗

各地域の拠点施設への移動時間，

交通手

まち屋の保存 年代別利用 利用者の満足

景観に配慮したまちづ
くりができればよい

鉈屋町のように古い街並み
を残そうとする活動実践数

地域の人々の心がふれ
あう街づくり（協働作業）

店の時間帯別，曜日・時期
別の売上

イベントに関わっている人の数（リーダー等）
イメージは東京近郊の街の最近のにぎわい

交通渋滞の緩 市街地の（無料）駐車場の整備

マイカーを使用しなくてすむ公共交通網の

既存市街地の空き家 空き店舗数の推

新しいマンションに人
がどれくらい入ってい

新規出店率等の動きを数
値化してはどうか

市・県で整備した拠
点施設の利用者数

観光客が満足する街づくり

土地区画整備事業の進捗
既成市街地の再整

盛岡の「食」をＰＲする施設の整備（利用

にぎわいのある市街地には交通環境が重
要

一律の指標では評価できないのではな

現在の成果指標には一般市民にわかり


